
1 

 

知事と区市町村長との意見交換会(品川区） 

令和 2 年 10 月 20 日（火） 

15 時 10 分～ 15 時 30 分 

 

○行政部長 それでは意見交換を始めさせていただきます。はじめに知事からお願いをい

たします。 

○知事 濱野区長、今日はわざわざお越しくださいまして、ありがとうございます。 

ウィズコロナ時代を、社会をどう生きていくかが問われている今日でございます。難局

ではありますけれども、この難局に立ち向かっていくためにも、都政の構造改革も進めて

おります。そして新しい日常をつくり、そしてサステナブル・リカバリーということをベ

ースにしまして、長期戦略の策定も進めているところでございます。 

今日は品川区の現状、課題、そしてまたビジョン等も伺わせていただければと思います。

よろしくお願いします。 

○品川区長 よろしくどうぞお願いいたします。 

○行政部長 それでは濱野区長、ご発言をお願いいたします。 

○品川区長 品川区の区長、濱野でございます。どうぞよろしくお願いを申し上げます。

貴重なお時間を割いていただきまして、誠にありがとうございます。 

 品川区の中小企業、あるいは商店街の活性化ということでお話をさせていただきます。 

 一度、知事にもお越しいただきました、戸越銀座の商店街。これが一番品川区の商店街

としては大きなところでありますけれども、やはり今回のいろいろなコロナの関係でもっ

て、なかなか苦戦をしているところであります。しかし、こうした不況をしっかりと乗り

越えて、また、商店街の活性化ということで、区も一生懸命力を入れているところであり

ます。 

 また、ものづくりにおきましても五反田バレーという、これはシリコンバレーをもじっ

たようなところでありますけれども、ITの企業が融合しているところでありまして、品川

区は一辺 5キロの小さな自治体でありますけれども、そこに 104の商店街がひしめいてい

て、あるいは IT企業も本当にどんどん、ある意味で、生まれては消えみたいなところあり

ますけども、どんどん生まれているというところで、活気に溢れているところであります。 

 ただ、2月頃から例のコロナでもって打撃を受けておりまして、昨日、大井銀座から荏原

町の方までちょっと歩いて商店街を覗いてみたんですが、なかなか厳しい辛いということ

を言っておられました。そういう意味で補正予算を計上して、支援を進めているところで

あります。 

 資金繰りの支援ということで、一番今必要だと言われているのが家賃の支援でありまし

て、家賃が不況だからといって安くなるわけでもなく、非常に重たくのしかかっていると

いうことで、今、国や都からもいろいろと家賃支援をいただいておりますけれども、これ

に上乗せをする形で、こうした支援を行っているところであります。 
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 また、感染症の影響ということで品川区、水辺観光を一生懸命やっているところであり

ますけれども、マスコミにも取り上げられましたけれども、屋形船がコロナの感染源とい

うふうに報道されまして、風評被害が広がって非常に苦戦をいたしました。今はなんとか

盛り返しておりますけれども、ＥＮＪＯＹ屋形船キャンペーンというようなことでもって、

屋形船を支援していきたいというふうに思っております。 

 また、品川にお越しいただけるとお分かりになると思うんですけど、細長い路地があっ

てその両側が飲み屋さんという、私は若い頃には毎晩通ったところでありますけれども、

そういうところでもクラスターが発生しているということで、なかなか苦戦をしていると

ころであります。そういうところでは感染防止徹底宣言というような、この Tシャツに刷

り込みまして、それでアピールしているようなところであります。 

 この家賃支援給付の助成金等、ご案内いたしておりますけれども、皆様本当に苦しい、

苦しいということであえいでいるような状況でございます。 

そういう中で一点、要望ということで申し上げさせていただければと思います。商店街

のイベント事業に対する都の補助金、ありがたいんですけれども、当初、都へ申請した内

容では三密等が発生するというようなことでもって、コロナ禍の対応を考慮したイベント

の変更、こんなこともやらざるを得ないというふうになっております。 

ところが今までの補助金のルールというのは、やはり申請をした後でものを変えるとい

うようなことは非常に困難だということで、なかなか実際の仕事と補助の内容とが多少齟

齬が出てきているというのが現実でございます。そういう意味で、またいろいろとご考慮

いただけるとありがたいなというふうに思っている次第でございます。 

重複になりますけれども、先行き不透明な状況であります。感染症対策、そして経済対

策、両面を行っていかなければならないということでありますので、新たな都の長期戦略

におきましても、ぜひ積極的な政策の展開と継続的なご支援を賜れれば幸いでございます。 

どうぞまた都知事、戸越銀座の方にもお越しいただいて、喝を入れていただければ大変

にありがたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。貴重なお時間を

ありがとうございます。 

○行政部長 どうもありがとうございました。それでは知事からお願いいたします。 

○知事 基本的にはコロナがこれだけ私たちの生活を変え、また、経済活動を停滞させる

ということ、そこに尽きるわけであります。何よりも潮風公園とか、大井ホッケー場とか、

品川の方にはオリパラの施設も準備が出来ているところであります。そういう中で総合的

に幾つかご要望があったかと思います。 

 おっしゃるように中小企業、地域の活性化を図っていくということは重要であります。

また、都では経営安定化のための相談窓口をつくり、また、業種別のガイドライン等に沿

った感染防止対策にかかっての経費であるとか、飲食店の業態転換、出前を、配達をする、

テイクアウト等々、新しいそういうチャレンジをされるところに助成、また、制度融資に

よる資金繰り支援等を通じまして、中小企業の経営安定化を支援してきているわけです。 

 戸越銀座をはじめとする商店街でありますけれども、地域コミュニティの核であるとい
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うことから、様々な支援を行ってきたところであります。 

 それからお話がありませんでしたけど、観光業についても同様でありまして、ちなみに

GoToキャンペーンに、10月 1日から東京が追加されたわけでありますが、加えまして今週

の 23日から都民の皆さんが都内を観光する場合のツアー代金の助成、縮めてもっと TOKYO

というのでありますけど、こちらのキャンペーンも始めますので、都民が安心して観光を

楽しめることによって、観光業も活性化するというそれらの施策をしっかり続けていきた

いと考えております。 

 品川区の方もコロナの対策で、保健所の皆さんも大変ご苦労されているかと思います。

また、ICTも活用しながら、今回政令が改正されましたことで軽症、無症状の方等は療養施

設の方に行っていただく、逆に言えば高齢者や既往症のある方々等は病院の方に入院して

いただくという整理を厚生労働省の方でされましたので、ぜひ保健所の方にはそれをさら

に徹底していただいて、今やはり家庭内感染もございますので、今の政令によるルールで

できるだけ増えている家庭内感染を防止していく。 

 それから品川のいろんな中小の企業等で外国人の方も雇っておられるケースがあると思

うんですが、やはりいろいろとルールが伝わっていないことから、マスクであるとか、手

指消毒とか、それから仕事の合間の控室で感染すると思われる例等もあります。そういっ

た方々にも徹底して情報が行くような、そういう工夫もしていく必要があるというふうに

考えております。 

 またこれからも、まずはコロナ対策、そしてオリパラという形で、もう一度活性化をす

るようにまた連携していきたいと考えております。 

○副知事 商店街のイベント補助について、私の方から述べさせていただきます。 

 商店街のイベント補助が現地で使いやすいものであることは、まさにお話のとおりであ

るかと思います。コロナの以前からは、例えば台風が来て直前にイベントが中止になっち

ゃったらどうするんだとか、そういった課題を担当の産業労働局の方でも検討していると

ころでございます。 

 一方で、非常に補助の対象件数が都内全域ですので大変多いものですから、やはり公平

な補助ということも必要でございまして、いろいろなルールがあるのも事実でございます。 

 コロナにつきましては、その感染状況とかその予防方法を時々刻々、その知見等状況も

変化してまいりますので、そういったものを含めながら、今のお話の趣旨を踏まえまして

使いやすい制度にいろいろ検討、研究してまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

○行政部長 それでは今のお話を受けまして、濱野区長の方からいかがでございましょう

か。 

○品川区長 いろいろと温かいお言葉をいただきまして、大変にありがとうございます。 

 品川というところは、昔は港町で、品川湊という、あとは福井の方に坂井湊とか、幾つ

か日本で三つ、北前船の寄るところだとかというようなことでもって、港がございました。

いかんせん品川はもはや港町ではありませんけれども、やはり水辺で暮らしていたという
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記憶が区民の中にすごく多くいらっしゃいます。 

そういう意味で言いますと、例えばイベントもいわゆるその水を活かしたような、そう

いうことをやっていきたいというふうにも思っておりますので、どうぞその際には、品川

の区長があんなこと言ってたなみたいなことを思い出していただければ、思い出すだけじ

ゃなくてお金を付けていただければ大変ありがたく思う次第でございます。 

いろんなこと申し上げましたけれども、やはり東京都の様々なお力をお借りしなければ

それぞれの区の仕事が成り立たないところが多々ございます。これからもぜひ各区を、そ

してとりわけ品川区を応援していただきますように、勝手なことばかり申し上げますが、

よろしくお願いを申し上げます。今日は本当にありがとうございました。 

○行政部長 ありがとうございます。それでは最後に知事からお願いをいたします。 

○知事 ありがとうございます。品川の寺田倉庫さんですか、あそこのイベントはとても

素晴らしいですよね。いろいろ知られざるというか、地元は知っているけれども他は知ら

ないという人達への情報発信等も含めて、ぜひ連携させていただこうと思います。これか

らもよろしくお願いします。ご苦労様でした。 

○品川区長 よろしくお力添えをお願いいたします。今日は本当にありがとうございまし

た。 

○行政部長 それでは以上で終了いたします。どうもありがとうございました。 


